
2，4一ジメチルアエリンの濃縮度試験成績報告書

t　試験期間

2　試　料　名

　　構　造　式

昭和52年8月15日～昭和52年11月26日

2ひ4一ジメチルアニリン（試料蔽K－258）

　　　NH2
　　　　　　CH3

　　　　　　　　　　　　　H3

　　　　性　状　　沸点　2158～216p／728鳳

　　　　　　　　　比重　ag785　，融点　720℃

　　　　　　　　　毒性　LD50経口ラット467囎／㎏

　　　　　　　　　　　　　　　経口マウス250㎎ノ㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5　試験方法及び条件

lll繍・一………一…
　5．1　試験装置及び機器

　　　←）水系環境調節装置　流水式
　　　（b）　ガスクロマトグラフ　　　日本電子社製　」（｝C－20KF：P型

　ム2　試験条件

　521　－Lm試験
　　　←）試験魚

　　　　　　ヒメダカ平均体重巳2ア8、塩化第二水銀検定合格点※

　　　　　※田端健二　用水と廃水　14　｛297～｛505（維972）

522

　　分散剤　　　硬化ヒマシ油（ECO－20）

　　分散法　　　供試物質5gを硬化ヒマシ沸（HCO－20）

　　　　　　　　5gに混合溶解させこれにイオン交換水を

　　　　　　　　加えて11に皐害して500bp即（W／V）

　　　　　　　　の原液を調製した。

　濃縮度試験

　（1）外部消毒　止水状態で佃P脚塩酸クロロテトラサイグ与

　　　　　　　　ン溶液で24時間薬浴を行った●

　〔2｝　順　 イヒ　25℃X21日

　　　　　　　　　　　　　流水量　579ユ／日

　　　　　　　　（原液：希釈水　2皿：400皿1）

　　　　　　　　　　　平均体長　約1巳q　cm

　　　　　　　　図一12，15参照

　　設定理由　　5，4→シメチルフニリン（K－259）の設定濃度と

　　　　　　　　48時間T　L皿値稲臼卿幸100ppnを考

　　　　　　　　慮して設定した。

（b）分散剤及び分散法

＠試験温度　　25士2℃
（d）　結　　果　　48時間T　L皿値　160ppm（W／V）

←）外部消毒及び順化

（b）試験水槽　　ガラス製　容　量　｛001

（c）　試験魚　　　コイ　平均体重　約25g

（d）分散法　　　5．21（b）に同じ

（e）試験温度　25±2℃

（⇒　試験水槽の溶存酸素

信）水槽濃度
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表一・1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位可m照々）
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＆2，5　分析試料の前処理

ω　魚 体

嘩無
　　　1
　　　　←10多塩化ナトリウム水溶液
　　　1・ホモジナイズ（｛0分間）

　　　ド
　　　1・蒸留

50m1
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（b）

』　サン副
　　1
　　1・脱水（無水轍ナトリウム）・

　　　・濃縮（ロ一夕リーエパポレ一夕ー）
　　I
　　I・10m1に定容

一＝＝遇＿一．、

熈削
試験水

俄験水1
一r　　　　謝　　第2
　　　　　　　　　　濃度区　　濃度区

　　　　i・採水　　　　250皿　佃00mエ

　　　　i←塩化ナトリウム　　259　　　100g
　　　　I
　　　　晶諾盗，器間）｛50皿｝×・回

⊥　　　・』庭＿型底≡憂壁画
　　　　　　　　U脱水（鰍轍ナトリウムり

　　　　　　　　　I　　　　　　　　　l・濃縮（ローヲリーエ’献レーター）
　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　l・定容（25皿工，10m1）

　　　　　　　7＿ミー
　　　　　　樫壁！

52，4　分析条件
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　　　日本電子社製　JGO－20K丑P

水素炎イオン化検出器

班伽20M20艇OE処理クロモソルプWAW－DMσ8
　　　　　　　　　　　80－100メブシュ
ガラス　2皿■×1皿

憾4℃，　注入口温度　250℃

窒素



4．試験結果

表一2 濃　縮　倍　率

　　　　　　　2W　　5▼　　4W　　6W　付　図1付　表

　　　　　　　畿漁業1
　第1濃度区

塵僻1遡：隅・，i巴」
※　トレース、5，1にて補足説明

5，備　　考

　5．1　試験結果の表示について

　　機器の検出限界（図一2参照）は約2．5塑である。魚体重

　　509，最終液量10皿，回収率80多と考えると
　　　　　　　　2．5
　　　　　　　　　　　‡1．OPP皿　とカ：り
　　　　　　80　　50
　　　　　一　×　一　　　　　　100　　10

　魚体中農慶で約1ppn；が分析限界である。

　　第2濃度区はナペてトレース（ピーク高さで佃皿以下）で

　あったので
　　　　　　　　1．0
　　　　　　　　一冒　10
　　　　　　　　巳1

　ナ左わち佃倍以下表示とした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


